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従量課金のサービスを設定したい（上級編）

Bplatsの従量課金オプション機能サービスによってさまざまな従量課金を実現することが可能です。
本上級編では洗い替え・積み上げ方式などの計算方式の詳細設定や、課金処理を進める条件設定などをご紹介します。

洗い替え方式･･･利用状況全体を期間毎にリセットして再計算する方式
従量参照列の合計で当てはまる計算ロジックを判断
例：従量が75と110の場合、合計185となるため「2（赤枠）」のロジックを適用
1000+5×185＝1925

積み上げ方式･･･各段階の計算式で料金を累積して計算する方式
計算ロジック設定の「従量」で設定している値に合致している計算式が適用される
例：従量が75と110の場合、合計185となり、99までは「1（青枠）」、100～は「2

（赤枠）」のロジックを適用
（1500+0×99）+（1000+5×95）＝1500+1475＝2975

※それぞれのシミュレーション結果は次頁へ記載

①従量計算ルール
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「請求情報には計算式毎の項目を分けて出力する：設定なし/請求情報には識別コード毎に項目を分けて出力する：設定なし」の場合
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請求明細内で計算式毎に分けないため1明細となる

「請求情報には計算式毎の項目を分けて出力する：設定なし」の場合は、
洗い替えと同一の方式となる



www.bplats.co.jp Bplats, Inc. © 2025 Confidential & Proprietary 4

「請求情報には計算式毎の項目を分けて出力する：洗い替え方式/請求情報には識別コード毎に項目を分けて出力する：設定なし」の場合
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請求明細内で計算式毎に分けないため1明細となる
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「請求情報には計算式毎の項目を分けて出力する：積み上げ方式/請求情報には識別コード毎に項目を分けて出力する：設定なし」の場合
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請求明細内で計算式毎に分けないため1明細となる
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「請求情報には計算式毎の項目を分けて出力する：設定なし/請求情報には識別コード毎に項目を分けて出力する：設定あり」の場合

従量計算ルール①

従量計算ルール②
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請求明細内で従量計算ルール設定詳細の
計算式毎に分かれて出力される

従量明細から請求を確認すると従量課金ルール設定詳細の
識別コード毎に分かれている
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「請求情報には計算式毎の項目を分けて出力する：洗い替え方式/請求情報には識別コード毎に項目を分けて出力する：設定あり」の場合

従量計算ルール①

従量計算ルール②
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請求明細内で従量計算ルール設定詳細の
計算式毎に分かれて出力される

従量明細から請求を確認すると従量課金ルール設定詳細の
識別コード毎に分かれている
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「請求情報には計算式毎の項目を分けて出力する：積み上げ方式/請求情報には識別コード毎に項目を分けて出力する：設定あり」の場合

従量計算ルール①

従量計算ルール②
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請求明細内で従量計算ルール設定詳細の
計算式毎に分かれて出力される

従量明細から請求を確認すると従量課金ルール設定詳細の
識別コード毎に分かれている
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＜課金条件＞
①契約のシリアルキーとCSVのシリアルキー検索対象項目が一致しており、請求対象期間
の日付が課金対象期間に含まれている。さらに、計算マスタを使用するとしている場合
には、識別コードが一致している従量データが存在していれば、請求作成処理を行う

②請求対象期間の日付が課金対象期間に含まれている場合に請求作成処理を行う（＝シリ
アルキー、識別コードが一致していない場合でも請求作成処理を行い、次回課金日を進める）

③従量データの有無、シリアル情報の一致不一致にかかわらず、請求作成処理を行う（＝
一致する従量データが存在しない場合でも請求作成処理を行い、次回課金日を進める）

②③の設定を適用した場合、データが一致していなくても請求作成処理によって次回課金日が進
みます。次回課金日が進んだ場合は、再度の請求作成が不可となります。
③の設定を適用することで、従量が0の場合、CSVを取り込まない運用ができます。

②従量課金ルール

①
②
③

＜請求明細作成条件＞
従量データが存在しない＝従量課金データを登録していない（＝CSVを
アップロードしていない）となります。
従量データを登録していない場合に請求明細自体を作成しない場合には、
①を選択し、0円の明細を作成する場合には②を選択することでそれぞれ
実現できます。

①
②
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